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千
住
文
化
普
及
会
会
報
の

創
刊
に
あ
た
�
て

■一斉にツバメの子が巣立っていった。
子育てのためにはるばるやってくる優美
な燕尾服のお客さまを、いつまでも変わ
らず迎えられる健やかな街であり続けま
すように。（葦）

第
一
九
回
﹁
奥
の
細
道
﹂

　
　

足
立
サ
ミ
�
ト
に
参
加

　

江
戸
時
代
か
ら
宿
場
町
と
し
て
栄
え
て

き
た
千
住
の
暮
ら
し
と
文
化
を
調
べ
、
学

び
、
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
文
化
解
説
員

養
成
の
た
め
の
﹇
基
礎
講
座
（
全
六
回
）
﹈

を
開
設
す
る
。

　

当
講
座
は
、
足
立
区
郷
土
博
物
館
の
協

力
を
得
て
構
成
さ
れ
、
講
座
終
了
時
に
「
終

了
証
」
を
交
付
す
る
。
そ
の
後
、
専
門
講

座
へ
と
引
き
継
ぎ
、
終
了
時
に
千
住
文
化

を
ガ
イ
ド
す
る
解
説
員
（
語
り
部
）
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
認
定
試
験

を
実
施
。
「
認
定
証
」
を
交
付
す
る
。

﹇
基
礎
講
座
﹈
日
程
・
内
容

第
一
回　

平
成
一
八
年
九
月
一
〇
日
（
日
）

　
　
　
　

ガ
イ
ダ
ン
ス　

本
講
座
の
主
旨

第
二
回　

一
〇
月
一
五
日
（
日
）

　
　
　
　

千
住
を
歩
く
・
南
北
縦
断
編

第
三
回　

一
一
月
一
九
日
（
日
）

　
　
　
　

千
住
を
歩
く
・
東
西
横
断
編

第
四
回　

一
二
月
一
〇
日
（
日
）

　
　
　
　

千
住
を
学
ぶ
・
江
戸
時
代
編

第
五
回　

平
成
一
九
年
一
月
二
一
日
（
日
）

　
　
　
　

千
住
を
学
ぶ
・
明
治
か
ら
現
在

第
六
回　

二
月
一
八
日
（
日
）

　
　
　
　

千
住
の
町
案
内
・
実
地
講
習

　

各
回
と
も
午
後
一
時
三
〇
分
か
ら
三
時

一
〇
分
、
第
二
、
三
回
は
午
後
一
時
か
ら

四
時
ま
で
。
会
場
は
学
び
ピ
ア　

研
修
室

を
予
定
（
都
合
に
よ
り
千
住
内
の
別
会
場
、

現
地
集
合
と
な
る
場
合
あ
り
）

　

五
月
一
三
・
一
四
の
両
日
、
北
千
住　

　
　
　

シ
ア
タ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
、

千
住
と
芭
蕉
に
ま
つ
わ
る
史
跡
・
文
献
・

書
画
等
、
及
び
様
々
な
芭
蕉
像
を
展
示
出

展
。
他
の
文
化
団
体
と
連
携
し
て
、
「
奥

の
細
道
」
矢
立
て
の
地
「
千
じ
ゅ
と
云
所
」

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

分
科
会
と
し
て
の
「
千
住
塾
連
句
会
」

で
は
、
「
季
語
研
究
会
」
の
協
力
を
得
て
、

笠
着
連
句
を
興
行
。
脇
起
世
吉
「
行
春
や
」
、

脇
起
歌
仙
「
か
く
れ
家
や
」
を
首
尾
し
、

実
質
的
な
第
一
回
連
句
会
と
な
っ
た
。
今

後
、
「
連
句
会
」
は
、
当
面
毎
月
第
四
日

曜
に
俳
諧
鑑
賞
、
連
句
実
作
を
行
う
と
と

も
に
、
千
住
に
お
け
る
俳
句
文
芸
を
発
掘
、

学
ん
で
ゆ
く
。

　

第
二
回
は
六
月
二
五
日
（
日
）
午
後
四

時
よ
り
、
「
遊
学
庵
」
に
て
開
催
。

　

五
月
二
八
日
（
日
）
、
江
戸
と
千
住
の

位
置
関
係
を
体
感
す
る
街
道
ウ
オ
ー
ク
を

実
施
。
参
加
費
五
〇
〇
円
、
参
加
者
一
五

名
。
午
後
一
時
三
〇
分
、
中
島
喜
文
氏
作

成
の
資
料
・
地
図
配
付
、
理
事
長
の
注
意

事
項
を
う
け
て
、
日
本
橋
東
側
魚
河
岸
跡

広
場
を
出
発
。
日
本
橋
元
標
を
確
認
。
芭

蕉
住
居
跡
、
小
伝
馬
町
牢
屋
敷
跡
、
石
町

の
時
の
鐘
を
見
学
し
、
横
山
町

の
繊
維
問
屋
街
を
通
っ
て
柳
橋

を
渡
り
、
浅
草
見
附
跡
へ
。
蔵

前
通
り
を
進
み
、
駒
形
堂
を
見

て
浅
草
寺
・
三
社
さ
ま
を
抜
け
、

待
乳
山
聖
天
に
至
る
ま
で
江
戸

の
名
残
り
を
探
訪
し
た
。

　

参
加
者
の
状
態
か
ら
判
断
し

て
、
今
回
は
こ
こ
ま
で
と
し
、

浅
草
か
ら
千
住
ま
で
の
行
程
は

次
回
の
お
楽
し
み
と
な
っ
た
。

第
一
回
歴
史
文
化
探
訪

　
　
　

日
光
街
道
を
歩
く

　
〜
日
本
橋
か
ら
千
住
宿
ま
で
〜

千
住
文
化
解
説
員
養
成
の
た
め

の

�

基
礎
講
座
�
概
要
決
定

代
表
理
事　
檪
原
文
夫

　

健
全
な
町
づ
く
り
に
は
人
づ
く
り
、人
づ
く
り
に
は
心
づ
く
り
が
必
須
で
す
。心
は
、自
然

や
文
化
歴
史
と
の
ふ
れ
あ
い
に
よ
っ
て
育
ち
ま
す
。幸
い
に
し
て
足
立
区
に
は
千
住
地
区
を
は

じ
め
そ
れ
ぞ
れ
に
歴
史
あ
る
伝
統
生
活
文
化
を
伝
承
し
よ
う
と
い
う
気
運
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
視
点
を
も
ち
、地
域
の
誇
り
あ
る
文
化
遺
産
を
教
え
、伝

え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、子
ど
も
達
に
ふ
る
さ
と
が
宿
り
、郷
土
愛
も
育
ま
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。私
達
は
、地
域
文
化
の
発
掘
、継
承
、創
造
を
通
じ
て
、こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
の

懸
け
橋
に
な
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
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＜活動日誌　平成18年２月～５月＞
●２月12日（日）
　区庁舎／足立区NPO研修終了／懇談会、
　千住地区文化を考えるNPOの呼びかけ
●２月26日（日）am10時～
　千住巡見／千住大橋集合～千住宿通り～
●３月18日（土）pm６時～
　遊学庵／発起人会準備
●３月29日（水）pm６時30分～
　遊学庵／発起人会

●４月８日（土）pm６時30分～８時
　学びピア21・４階研修室／設立総会
●４月14日（金）pm６時30分～８時
　遊学庵／理事会
●４月26日（水）
　東京都庁／NPO法人登記
●５月９日（火）pm６時30分～
　遊学庵／全体会
●５月12日（金）pm６時30分～
　1010シアター・ギャラリー展示準備

●５月13日（土）am10時～pm５時
　1010シアター・ギャラリー／
　芭蕉サミット展示、笠着連句興行
●５月14日（日）am10時～pm５時
　高橋～大橋／芭蕉旅立ち「船の旅」体験
　1010シアター・ギャラリー／
　芭蕉サミット展示、笠着連句興行
●５月23日（火）pm６時30分～
　遊学庵／日光街道ウォーキング準備会
●５月28日（日）pm１時～５時
　日本橋～浅草／日光街道ウォーキング

１

千住大橋　昭和2年開橋祝い（写真・大林組）

千住文化普及会
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N P O

　
　
　
　
　
　

六
月
一
六
日
、
「
奥
の
細

　
　
　
　
　

道
」
の
魅
力
を
世
界
に
発
信

　
　
　
　
　

す
る
「
芭
蕉
翁
『
お
く
の
ほ

　
　
　
　

そ
道
』
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
第

一
回
会
議
が
、
千
住
の
東
京
芸
術
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
た
。
自
治
体
に
よ
る
行
政

主
導
の
「
奥
の
細
道
サ
ミ
ッ
ト
」
と
は
別

に
「
民
の
力
」
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

広
げ
、
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
を
顕
彰
す
る

各
地
域
の
文
化
交
流
を
は
か
り
、
街
づ
く

り
の
活
性
化
に
も
寄
与
し
よ
う
と
い
う
も

の
。
芭
蕉
生
誕
の
地
・
三
重
県
伊
賀
市
、

山
形
県
尾
花
沢
市
な
ど
、
各
市
の
文
化
団

体
代
表
ら
一
一
人
の
有
志
が
参
加
し
た
。

　

今
回
話
し
合
わ
れ
た
の
は
、
芭
蕉
を
各

地
域
と
の
関
わ
り
の
中
で
学
ぶ
市
民
講
座

「
お
く
の
ほ
そ
道
大
学
」
の
設
立
。
各
地

を
め
ぐ
り
日
本
の
原
風
景
を
訪
ね
る
ウ
ォ

ー
ク
ツ
ア
ー
の
実
施
。
世
界
か
ら
観
光
客

を
呼
べ
る
よ
う
な
地
域
連
携
の
旅
の
設
計
。

地
域
交
流
を
は
か
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
づ
く

り
な
ど
。
八
月
二
日
の
第
二
回
会
議
ま
で

に
、
構
想
を
具
体
化
で
き
る
よ
う
活
動
を

強
化
す
る
こ
と
が
申
し
合
わ
さ
れ
た
。

　

代
表
理
事
の
櫟
原
文
夫
は
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
設
立
の
呼
び
掛
け
人
と
し
て
、
「
奥

の
細
道
」
を
世
界
の
著
名
な
「
道
」
の
一

つ
に
仲
間
入
り
さ
せ
よ
う
と
い
う
夢
を
掲

げ
る
。
会
と
し
て
も
、
旅
の
始
点
の
地
と

し
て
の
千
住
の
立
場
を
踏
ま
え
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
事
務
局
の
役
割
を
追
求
す
る
。

　

江
戸
か
ら
平
成
の
現
在
に
至
る
ま
で
先

人
が
培
っ
て
き
た
千
住
の
文
化
と
知
恵
を

調
べ
、
学
び
、
後
世
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

今
回
は[

基
礎
講
座
全
六
回]

の
募
集
で
す
。

●
第
一
回
九
月
一
〇
日
（
日
）
一
時
三
〇

分
〜 

学
び
ピ
ア
研
修
室
に
て
開
講

●
会
費
全
六
回
六
千
円　

●
詳
細
は
左
記
の
問
い
合
せ
先
へ
。

　

〒
一
二
〇-

〇
〇
三
七
足
立
区
千
住
河
原

　

町
二
九-

五   N
PO

千
住
文
化
普
及
会

　

電
話    

〇
三-

三
八
八
一-

三
二
三
二

　

メ
ー
ル　

1hara@
adachi.ne.jp

　
　
　

・　

・　

・　

・　

・

  

次
の
段
階
と
し
て
〔
（
仮
）
千
住
文
化

専
門
講
座
〕
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
ち

歩
き
団
体
へ
の
「
ま
ち
の
文
化
案
内
」
や
、

学
校
教
育
の
場
で
の
「
千
住
文
化
の
語

り
」
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
方
の
養

成
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
　

街
薄
暑
奥
の
細
道
こ
こ
よ
り
す　

菖
蒲
園

　

高
浜
虚
子
に
師
事
し
、
ヤ
ッ
チ
ャ
場
句
会
を

主
宰
し
た
俳
人
為
成
菖
蒲
園
の
発
句
で
す
。
大

橋
か
ら
旧
街
道
へ
の
入
り
口
に
句
碑
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
句
に
七
七
の
脇
句
を
付
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

街
薄
暑
奥
の
細
道
こ
こ
よ
り
す

　
　
　

軽
き
足
取
り
香
る
青
葦　

風
魚

・
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
韻
を
踏
ん
で
、
清
清
し
い
旅

立
ち
へ
の
思
い
が
付
き
ま
し
た
。

　

街
薄
暑
奥
の
細
道
こ
こ
よ
り
す

　
　
　

借
り
た
軒
下
巣
立
つ
燕

・
旅
立
つ
の
は
人
間
だ
け
で
は
な
さ
そ
う
。
千

住
の
軒
下
か
ら
子
は
ど
こ
へ
？

　

街
薄
暑
奥
の
細
道
こ
こ
よ
り
す

　
　
　

ポ
エ
ム
ロ
ー
ド
に
そ
よ
ぐ
蕉
風
／
世
界

に
通
ず
合
歓
の
俳
諧
／
涼
風
送
る
ヤ
ッ
チ
ャ
場

の
声
／
ク
ー
ル
ビ
ズ
に
て
渡
る
大
橋
／
ど
こ
ま

で
続
く
蟻
の
行
列

・
ひ
と
そ
れ
ぞ
れ
。
思
い
の
丈
を
付
け
て
み
て
。

　
千
住
仲
町
一
丁
目
の
長
谷
川
家
に
は
、

幕
末
か
ら
伝
承
さ
れ
て
い
た
話
が
あ
っ
た
。

　
そ
れ
は
ご
先
祖
が
、
維
新
の
と
き
に
官

軍
に
追
わ
れ
た
幕
府
側
の
侍
を
匿
っ
て
、

町
人
に
変
装
さ
せ
、
大
八
車
を
あ
て
が
う

な
ど
し
て
、
秘
か
に
逃
が
し
て
や
っ
た
こ

と
が
あ
る
、
と
い
う
も
の
。

　
も
ち
ろ
ん
名
乗
る
こ
と
も
聞
く
こ
と
も

な
く
、
名
の
知
れ
ぬ
そ
の
武
士
は
、
「
こ

の
際
、
も
う
無
用
だ
か
ら
」
と
い
っ
て
大

小
の
刀
を
お
礼
に
置
い
て
い
っ
た
と
い
う

の
だ
。
し
か
し
そ
の
刀
は
ど
こ
に
も
見
当

た
ら
な
い
ま
ま
ず
っ
と
忘
れ
ら
れ
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
あ
れ
は
忘
れ
も
し
な
い
第

二
次
世
界
大
戦
末
期
、
下
町
の
大
空
襲
で

の
こ
と
。
目
の
前
で
我
が
家
が
焼
失
す
る

の
を
見
届
け
た
そ
の
日
、
そ
れ
だ
け
で
も

昭
和
の
証
言
と
し
て
語
り
尽
く
せ
ぬ
程
の

思
い
は
あ
る
の
だ
が
、
焼
け
落
ち
た
そ
の

自
宅
の
蔵
跡
、
何
も
な
く
な
っ
た
灰
燼
の

中
か
ら
、
焼
け
残
っ
た
日
本
刀
が
現
れ
た

の
だ
。
こ
の
場
違
い
な
も
の
を
見
て
驚
い

た
。
あ
あ
、
あ
の
話
は
本
当
だ
っ
た
の
か
。

こ
ん
な
時
に
と
、
ま
だ
子
ど
も
だ
っ
た
私

は
卒
然
と
し
て
歴
史
と
い
う
も
の
に
出
会

っ
た
の
で
あ
る
。
（
聞
き
書
き
）

　
　
　
　
▲　
　
▲　
　
▲

　
会
員
の
長
谷
川
さ
ん
は
、
会
合
ご
と
に

千
住
の
暮
ら
し
の
歴
史
を
語
っ
て
く
だ
さ

い
ま
す
。
そ
の
目
で
見
た
事
柄
、
経
験
し

た
出
来
事
を
抜
群
の
記
憶
力
で
な
ま
な
ま

し
く
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
し
か
も
そ

の
お
話
は
、
て
い
ね
い
に
記
録
さ
れ
、
資

料
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
順
次
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

長
谷
川
浩
平
の

千
住
事
件
簿
／
犯
科
帖

　

︹
千
住
文
化
基
礎
講
座
︺
受
講
者
募
集
中

　
　
　
〜
出
会
い
を
楽
し
み
、

　
　
　
　
　
　
　
共
に
学
び
、
語
り
合
お
う
〜

付
け
て
み
ま
せ
ん
か

世界と結ぶ
「奥の細道」
世界と結ぶ
「奥の細道」

﹁
芭
蕉
翁
お
く
の
ほ
そ
道

　
　

  

ネ
�
ト
ワ
�
ク
﹂
発
足

＜活動日誌　平成18年６月〜７月＞

●６月５日（月）pm６時30分〜８時

　遊学庵／全体会／基礎講座検討
●６月16日（金）

　芸術プラザ／第１回「芭蕉翁おくの
　ほそ道ネットワーク」出席
●６月19日（月）pm６時30分〜８時

　遊学庵／全体会／報告・案件検討
●６月25日（日）pm４時〜

　遊学庵／千住塾連句会
●７月１日（土）〜８月10日（木）

　〔千住文化基礎講座〕受講受付開始
●７月７日（金）

　機関紙「かけはし」第１号発行
●７月10日（月）pm６時30分〜８時

遊学庵／全体会／報告・案件検討
●７月23日（日）pm４時〜

　遊学庵／千住塾連句会

千住大橋　大正10年
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〔
千
住
文
化
基
礎
講
座
〕

　
　
　
　
　
　
　

 　

開
講
迫
る

八
月
四
日
を

         

「
は
し
」
の
日
に

＜活動日誌　平成18年８月＞
●１日（火）「かけはし」２号発行
●３日（木）遊学庵／全体会
●５日（土）「千住大橋・橋の日」イベント参加
●８日（火）NPO法人登記完了
●18日（金）「橋の日サミットinみやざき2006」
　参加
●20日（日）1010シアター「足立俳句大会」参加
●26日（土）遊学庵／〔千住文化基礎講座〕準備・
　映像作家集団（ビデオ・ぷらす）会合・映像記
　録検討
●27日（日）遊学庵／第４回千住連句会

　
八
月
四
日
（
ハ
シ
）
を
「
橋

の
日
」
に
と
、
宮
崎
の
有
志
が

発
信
し
て
二
〇
年
。
地
域
の
暮

ら
し
や
文
化
と
密
接
な
か
か
わ

り
を
持
つ
郷
土
の
川
や
橋
を
見

直
し
、
ふ
れ
あ
い
を
深
め
よ
う

と
い
う
呼
び
掛
け
に
応
え
て
、

全
国
に
「
橋
の
日
」
イ
ベ
ン
ト

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
千
住
で

は
、
千
住
大
賑
い
会
が
毎
月
第

一
土
曜
日
に
清
掃
を
行
う
な
ど

「
大
橋
」
を
愛
す
る
地
域
住
民

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活

動
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
も
そ
も
千
住
の
発
祥
は
千

住
大
橋
の
架
橋
に
始
ま
る
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
江
戸
開

府
に
先
立
つ
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
、

家
康
の
命
を
う
け
た
伊
奈
備
前
守
忠
次
が

難
工
事
の
末
架
橋
し
て
以
来
、
洪
水
で
の

流
失
な
ど
も
あ
っ
て
何
度
も
架
け
替
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
宿
駅
整
備
、

舟
運
の
隆
盛
な
ど
と
あ
い
ま
っ
て
、
「
大

橋
」
は
千
住
宿
の
繁
栄
を
担
っ
て
き
た
の

で
す
。
現
在
の
ア
ー
チ
鉄
橋
は
、
昭
和
二

年
（
一
九
二
七
）
に
そ
れ
ま
で
の
木
橋
か

ら
架
け
替
え
ら
れ
た
も
の
で
、
今
に
そ
の

歴
史
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
一
八
日
、
「
橋
の
日
」
二
〇
周
年
を
記

念
し
て
宮
崎
市
で
開
催
さ
れ
た
「
橋
の
日

サ
ミ
ッ
ト
」
に
は
、
当
会
の
檪
原
（
い
ち

は
ら
）
代
表
が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加
。

「
橋
か
ら
見
る
地
域
づ
く
り
と
ロ
マ
ン
」

の
テ
ー
マ
に
そ
っ
て
千
住
大
橋
に
関
わ
る

歴
史
と
文
化
に
つ
い
て
発
表
し
、
千
住
文

化
普
及
の
こ
こ
ろ
を
訴
え
ま
し
た
。

　
〔
基
礎
講
座
全
六
回
〕
の
募
集
人
員
に

若
干
の
空
き
が
あ
り
ま
す
。
全
回
参
加
が

困
難
な
方
の
た
め
に
、
で
き
る
だ
け
の
補

講
体
制
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
左

記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
第
一
回
九
月
一
〇
日
（
日
）
一
時
三
〇

分
〜　
学
び
ピ
ア
研
修
室
に
て
開
講

●
会
費
全
六
回
六
千
円　

　
〒
一
二
〇-

〇
〇
三
七
足
立
区
千
住
河
原

　
町
二
九-

五   NPO

千
住
文
化
普
及
会

　
電
話    

〇
三-

三
八
八
一-

三
二
三
二

　
メ
ー
ル　

1hara@
adachi.ne.jp

　　　
今
年
の
甲
子
園
は
高
校
野
球
史
に
残
る

名
勝
負
の
結
果
、
西
東
京
代
表
の
早
稲
田

実
業
が
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
東
東
京

で
は
、
帝
京
高
校
と
熱
戦
の
末
惜
敗
し
、

代
表
の
座
に
は
と
ど
か
な
か
っ
た
も
の
の
、

ベ
ス
ト
４
に
進
出
し
た
都
立
足
立
新
田
高

校
の
活
躍
を
見
逃
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
　
こ
の
春
、
足
立
の
教
育
に
つ
い
て
は
、

全
国
標
準
テ
ス
ト
・
進
学
格
差
を
巡
っ
て

芳
し
く
な
い
報
道
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
足

立
新
田
高
校
も
一
時
は
荒
れ
た
高
校
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
教

職
員
の
献
身
的
な
努
力
、
生
徒
た
ち
自
身

の
が
ん
ば
り
に
よ
っ
て
、
誇
る
べ
き
学
園

生
活
の
営
ま
れ
る
学
校
へ
と
変
身
し
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
野
球
部
の
成
果
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
野
球
部
の
活
躍
が
、

ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
に

良
い
作
用
を
し
て
い
る
」（
学
校
関
係
者
）

と
い
う
報
告
が
当
会
に
も
も
た
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
文
化
が
て
こ
と
な
っ
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
へ
の
刺
激
に
な
っ
て
い
る

と
す
れ
ば
、
と
て
も
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
活
躍
を
き
く
こ
と

ほ
ど
喜
ば
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「橋の日サミット in みやざき 2006 」に代表が参加

　
こ
の
夏
、
郷
土
博
物
館
が
初
の
試
み
と
し

て
、
現
場
近
く
の
五
反
野
住
区
セ
ン
タ
ー
に

出
張
展
示
し
た
「
下
山
事
件
」
。
当
時
の
国

鉄
総
裁
が
轢
死
体
で
発
見
さ
れ
、
自
殺
説
、

他
殺
説
が
錯
綜
す
る
ま
ま
、
戦
後
の
日
本
の

岐
路
に
関
わ
る
大
き
な

謎
を
残
す
事
件
の
一
つ

と
し
て
知
ら
れ
る
。

　
昭
和
二
四
年
七
月
七
日
。
新
聞
に
事
件
が

発
表
さ
れ
る
や
た
だ
ち
に
、
わ
が
長
谷
川
浩

平
少
年
は
千
住
宿
場
通
り
を
突
き
抜
け
、
千

住
新
橋
を
渡
っ
て
右
折
、
日
頃
あ
ま
り
近
づ

く
こ
と
の
な
い
小
菅
拘
置
所
（
当
時
）
の
北

側
へ
と
走
っ
た
。
そ
し
て
、
下
山
総
裁
の
轢

死
体
が
発
見
さ
れ
た
常
磐
線
の
土
手
に
上
が

っ
て
い
る
。

　
「
当
時
と
は
土
手
の
様
子
も
す
っ
か
り
変

わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
」
と
振
り
返
り
、

「
気
持
ち
が
悪
か
っ
た
」
事
件
と
し
て
長
谷

川
氏
の
記
憶
に
残
っ
た
。

あ
れ
か
ら
間
も
な
く
六
〇

年
。
謎
は
未
だ
に
謎
の
ま

ま
だ
が
、
最
近
「
下
山
事
件
―
最
後
の
証
言

―
」
（
柴
田
哲
孝
著
・
祥
伝
社
刊
）
と
い
う

本
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
博
物
館
で
は
展

示
と
合
わ
せ
て
、
事
件
当
時
の
様
子
を
知
る

人
を
募
集
し
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
さ
し
た
る

情
報
は
得
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
。

長
谷
川
浩
平
の

千
住
事
件
簿
／
犯
科
帖

熱
く
燃
え
た
球
児
た
ち

＜千住塾連句会＞
毎月第４日曜日午後４時から、遊学庵にて連句会
を開いています。俳句はもともと俳諧の連歌＝連
句の発句が一句独立して作られるようになったも
のです。連句は、芭蕉が発句よりも得意であると
自称し、江戸時代に隆盛した俳諧本来の付合文芸
です。五七五の長句と七七の短句を交互に付合い
一編をなすもので、世界にひとつの共生の文学で
あるというひともいます。俳句の好きな方はもち
ろん、川柳などに興味のある方、詩心とことば遊
びを仲間（連衆）と楽しみたい方におすすめです。
一度遊びにおでかけください。

N P O

大橋　明治10年頃親柱

千住文化普及会



千住文化普及会
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千住文化普及会N P O

＜活動日誌　平成18年10月＞

●１日（日）「かけはし４号」発行

●５日（木）遊学庵／全体会／講座打合せ

●13日（金）遊学庵／講座準備

●15日（日）第２回［千住文化基礎講座］

             　　  町歩き南北コース

●19日（木）遊学庵／千住空襲記録写真検討

●22日（日）遊学庵／第６回千住塾連句会

　

一
五
日
午
後
一
時
、
国
鉄
南
千
住
駅
前

に
集
合
。
﹁
町
歩
き
の
マ
ナ
ー
﹂
を
確
認

し
て
出
発
。
小
塚
原
刑
場
跡
の
首
切
り
地

蔵
、
回
向
院
の
墓
石
、
﹁
解
体
新
書
﹂
ゆ

か
り
の
観
臓
記
念
碑
を
見
学
。
コ
ツ
通
り

を
歩
い
て
素
盞
雄
神
社
へ
。
芭
蕉
句
碑
を

見
て
千
住
に
集
っ
た
文
人
墨
客
を
偲
ぶ
。

﹁
奥
の
細
道
﹂
矢
立
初
め
の
大
橋
を
渡
っ

た
と
こ
ろ
で
、
N
H
K
首
都
圏
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
取
材
陣
と
合
流
、
伊
豆
長
八
の
鏝

絵
の
あ
る
橋
戸
稲
荷
神
社
へ
。
ヤ
ッ
チ
ャ

バ
跡
の
旧
道
を
通
り
、
河
原
町
の
遊
学
庵

に
立
ち
寄
る
。
仲
町
の
源
長
寺
か
ら
路
地

を
抜
け
て
、
関
屋
天
満
宮
碑
の
あ
る
氷
川

神
社
へ
。
安
藤
昌
益
﹁
自
然
真
営
道
﹂
稿

本
発
掘
の
地
、
内
田
銀
蔵
、
河
合
栄
治
郎

両
博
士
の
生
地
、
森
鴎
外
の
旧
宅
跡
を
見

て
、
お
祭
り
で
賑
わ
う
宿
場
通
り
商
店
街

を
縫
う
よ
う
に
、
遊
女
供
養
塔
の
あ
る
金

蔵
寺
、
閻
魔
開
き
が
今
に
続
く
勝
専
寺
を

経
て
、
千
住
宿
の
本

陣
跡
案
内
板
を
見
て
、

宿
場
町
の
特
徴
を
再

確
認
。
名
物
槍
掛
け

団
子
を
ほ
お
ば
り
、

伝
馬
屋
敷
の
面
影
を

残
す
横
山
家
、
江
戸

時
代
か
ら
続
く
骨
接

ぎ
の
名
倉
を
経
て
旧

水
戸
街
道
に
入
り
、

解
剖
人
塚
の
清
亮
寺

か
ら
目
の
絵
馬
の
長

円
寺
ま
で
、
三
時
間
半
を
一
気
に
歩
き
通

す
。

　

強
行
軍
と
解
説
が
行
き
渡
ら
な
か
っ
た

点
、
課
題
を
残
し
つ
つ
も
、
町
歩
き
の
基

礎
と
し
て
概
ね
好
評
の
内
に
解
散
。
そ
の

後
有
志
に
よ
る
交
流
会
開
催
。

　
　

　

地
域
回
帰
を
願
い
、
あ
だ
ち
の
地
域
の

歴
史
を
楽
し
く
学
び
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
参
加
し
ま
し
た
。

　

古
い
絵
地
図
、
的
確
な
資
料
、
解
説
を

駆
使
し
た
講
座
は
ま
さ
に
私
の
欲
望
を
満

た
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
町
歩
き
で
は
、
千
住
の
問
屋
等
の

子
孫
の
方
し
か
語
れ
な
い
生
の
迫
力
あ
る

話
し
こ
そ
、
地
域
の
歴
史
を
学
ぶ
醍
醐
味

で
し
た
。

　

し
か
も
当
日
の
様
子
が
N
H
K
で
も
放

映
さ
れ
、
す
ぐ
友
人
か
ら
反
響
を
も
ら
う

な
ど
楽
し
い
一
日
で
し
た
。
私
も
語
り
部

に
な
れ
そ
う
か
な
。

街
薄
暑
奥
の
細
道
こ
ゝ
よ
り
す　
　

為
成
菖
蒲
園

　

軽
き
足
取
り
香
る
青
葦　
　
　
　
　
　
　

風
魚

少
女
投
げ
少
年
野
球
た
け
な
わ
に　
　
　
　

昌
幸

　

親
の
こ
こ
ろ
も
ど
こ
ふ
く
風
と　
　
　
　

砂
南

劇
場
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
月
欠
け
て　
　
　
　

蟻
十

　

借
り
た
軒
下
残
る
燕　
　
　
　
　
　
　
　

葦
生

肝
臓
を
な
だ
め
す
か
し
て
今
年
酒　
　
　
　

健
悟

　

わ
さ
び
の
効
い
た
マ
カ
デ
ミ
ア
に
噎
せ　

丁
那

刑
事
に
は
過
ぎ
た
女
房
と
娘
た
ち　
　
　
　
　

那

　

た
ま
の
休
み
に
鬼
薊
摘
む　
　
　
　
　
　
　

生

飽
き
る
ほ
ど
春
吸
い
込
ん
で
爪
染
め
て　
　
　

十

　

辰
巳
あ
が
り
の
蝶
の
群
れ
飛
ぶ　
　
　
　
　

幸

傘
か
し
げ
微
笑
そ
へ
る
江
戸
し
ぐ
さ　
　
　
　

南

　

月
に
転
ん
だ
寒
卵
な
り　
　
　
　
　
　
　
　

那

ガ
ム
ラ
ン
に
ワ
ヤ
ン
の
影
の
ゆ
ら
め
き
て　
　

南

　

ラ
イ
ン
ダ
ン
ス
を
荷
風
お
か
ず
に　
　
　
　

幸

通
り
抜
け
で
き
ぬ
路
地
裏
花
盛
る　
　
　
　
　

生

　

四
駆
で
巡
る
鐘
霞
む
古
都　
　
　
　
　
　
　

南

独
活
和
の
味
わ
か
る
頃
人
見
知
り　
　
　
　
　

魚

　

誰
に
咲
く
や
ら
ニ
キ
ビ
つ
ぶ
し
て　
　
　

我
孫

爺
と
孫
手
を
握
り
し
め
鰯
雲　
　
　
　
　
　
　

十

　

ス
ト
ラ
ッ
プ
に
は
秋
の
七
草　
　
　
　
　
　

南

鹿
芝
居
定
九
郎
な
り
我
こ
そ
は　
　
　
　
　
　

孫

　

パ
ズ
ル
に
遊
ぶ
ピ
ー
ス
増
や
し
て　
　
　
　

十

き
な
臭
き
海
の
向
こ
う
の
独
裁
者　
　
　
　
　

生

　

ボ
ロ
靴
脱
い
で
パ
ス
タ
く
る
く
る　
　
　
　

幸

木
枯
ら
し
の
縁
に
忘
れ
し
風
車　
　
　
　
　
　

十

　

岩
盤
浴
で
絞
る
脂
身　
　
　
　
　
　
　
　
　

南

忍
び
足
戸
に
肩
細
き
月
の
立
つ　
　
　
　
　
　

幸

　

夕
化
粧
し
て
ひ
そ
む
く
ノ
一　
　
　
　
　
　

十

運
動
会
棒
倒
し
な
く
騎
馬
戦
も　
　
　
　
　
　

南

　

太
鼓
聞
か
せ
る
無
法
松
い
て　
　
　
　
　
　

幸

雄
鶏
の
眠
り
を
覚
ま
す
声
猛
く　
　
　
　
　
　

孫

　

わ
が
荒
屋
は
土
匂
う
里　
　
　
　
　
　
　
　

南

花
の
雨
浅
草
帰
り
船
の
バ
ス　
　
　
　
　
　
　

魚

　

お
ぼ
ろ
の
空
に
競
う
大
凧　
　
　
　
　
　

執
筆

　

平
成
一
八
年
六
月
二
五
日
起
首　

九
月
二
四
日
満
尾

町
歩
き
南
北
コ
ー
ス

　

昭
和
二
〇
年
四
月
一
三
日
の
空
襲
で
、
長

谷
川
家
が
全
焼
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
既

に
触
れ
た
。
焼
跡
に
残
さ
れ
た
の
は
金
庫
の

み
。
悔
し
く
て
悔
し
く
て
焼
夷
弾
の
燃
え
殻

を
蹴
ッ
飛
ば
し
た
浩
平
少
年
で
あ
っ
た
。
都

内
で
も
有
数
の
巨
木
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た

源
長
寺
の
ケ

ヤ
キ
も
燃
え

て
し
ま
っ
た
。

玉
虫
が
捕
れ
た

の
で
縄
張
り
に
し
て
い
た
の
に
。
玉
虫
は
箪

笥
に
入
れ
て
お
く
と
い
い
と
聞
い
て
い
て
、

母
親
に
渡
す
と
喜
ん
で
く
れ
た
の
だ
。
戦
後
、

焼
け
残
っ
た
そ
の
ム
ロ
に
ト
タ
ン
の
屋
根
を

か
け
て
ね
ぐ
ら
に
し
た
ひ
と
が
い
た
。
当
時

の
住
職
は
見
て
見
ぬ
振
り
を
し
て
い
た
と
思

う
。
い
ま
で
も
焼
け
焦
げ
た
巨
木
の
残
骸
は
、

源
長
寺
の
境
内
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
町
歩
き
講
座
で
、
思
わ
ぬ
発
見
が

あ
っ
た
。
語
り
部
を
志
願
し
て
参
加
し
た
ご

近
所
の
知
合
い
が
、
空
襲
で
焼
け
野
原
と
化

し
た
千
住
の
パ
ノ
ラ
マ
写
真
を
保
存
し
て
い

た
の
だ
。
長
谷
川
さ

ん
は
写
真
を
残
し
た

そ
の
方
の
父
上
を
覚

え
て
い
る
。
剛
胆
に
も
、

悲
惨
な
景
色
の
前
で
ポ
ー
ズ
を
取
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
一
〇
年
後
、
見
事
に
復
興
し
た
町
並

み
も
パ
ノ
ラ
マ
写
真
で
記
録
し
て
い
る
。

　

人
び
と
は
な
ん
と
も
逞
し
い
。
そ
し
て
戦

争
は
人
殺
し
、
文
化
の
敵
、
環
境
破
壊
の
極

み
で
あ
る
と
つ
く
づ
く
思
う
。

長
谷
川
浩
平
の
千
住
事
件
簿

犯
科
帖

4
焼
け
野
原
の
記
憶
と
記
録

講
座
に
参
加
し
て

　
　
　
　

田
中
国
弘
︵
楽
学
の
会
︶

︵
聞
き
書
き
︶

千住町歩き 南北コース

【
千
住
塾
連
句
会
第
１
作
】　
　
千
住
塾
連
句
会　
於
遊
学
庵

　
　
●
脇
起
歌
仙
「
街
薄
暑
」
の
巻　
　
　

第
二
回　

千
住
文
化
基
礎
講
座

︿
ガ
イ
ド
担
当
・
中
島
喜
文
﹀

ウ

ナ
オ

ナ
ウ


